
身延・南部地域中高連携推進事業のアンケート調査結果の概要をお知らせします。
ご協力ありがとうございました。
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身延・南部地区中高連携事業

中高連携通信
南部中学校／身延中学校／身延高校

◎教育理念
６年間を通して確かな学力と豊かな人間性を育み、地域と協働して

『キャリア教育』を進め、次代を担う人材を育成する。

〇教育目標
学力の向上
計画的・継続的な教育を展開し、自主的･創造的な学習態度を育成する。
豊かな人間性の育成
豊かな心を育み、社会性やコミュニケーション能力の伸長を図る。
地域との協働
地域への理解を深め、主体的に地域社会の形成に参画する態度を養う。

調査時期 平成29年10月

回答者 身延高校１年生 身延中学校3年生 南部中学校3年生

身延・南部中学校保護者

【授業アシストについて尋ねた】

身延高校1年生：「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の回答の割合

質問内容 （％）
数学の授業で分からないところを尋ねやすい ８４．５

数学の授業が分かりやすい ７７．６

数学の授業に向かう姿勢が前向きになった ９３．１

英語の授業で分からないところを尋ねやすい ６５．６

英語の授業が分かりやすい ６０．４

英語の授業に向かう姿勢が前向きになった ８６．２

身延・南部中学校3年生：「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の回答の割合

質問内容 （％）
数学の授業で分からないところを尋ねやすい ８３．０

数学の授業が分かりやすい ８０．７

数学の授業に向かう姿勢が前向きになった ８４．７

数学の授業の内容がよくわかる ８３．０

数学ができるようになりたい ９９．２

数学の勉強が好き ６６．２

【地域との協働について尋ねた】

身延・南部中学校3年生：「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の回答の割合

質問内容 （％）
今住んでいる地域の行事に参加している ９１．２

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある ７９．９

地域社会活動でボランティアに参加したことがある ８０．６

【保護者に尋ねた】

質問内容 身延中（％） 南部中（％）
連携事業を実施していることを知っている ８９．５ ９２．２

連携事業の目標を知っている ３７．５ ３４．４

アシスト授業の機会を設けることはよい ８２．２ ８９．１

サマーセミナーの機会を設けることはよい ８６．２ ８９．８

中高連携に期待する事業（身延・南部とも同じ）

１位 高校教員による中学校授業アシスト ７５．０ ７７．３

２位 サマーセミナー ５８．６ ５２．３

３位 合同部活動 ４３．４ ４４．５

紙面の都合からアンケート結果概要とさせていただきました。

保護者から寄せられた貴重なご意見，ご要望は中高連携推進検討委員会で協議し，

今後に生かしていきます。

総合学科発表会（２月１０日(土)10時：身延総合文化会館）

身延高校のキャリア教育の成果発表会です。１年で「夢の発見」、２年で「夢

の育み」，３年で「夢の実現」をテーマに掲げ，１年間の学習成果を生徒が発表

します。中学生は，未来の自分をイメージしながら観てください。高校3年間

の成長がイメージできます。1月に案内状を各中学校に配付します。

◆サマーセミナー

◆防災サマーキャンプ

◆ライフミュージアム

◆合同清掃活動

http://www.minobu.kai.ed.jp


学園祭の演劇には，それぞれの学年の先生方や生徒たちの想いがこもっています。その想いを，的確な表現方法で，よ

り効果的に伝えるために何が大切なのか，鈴木先生から教えていただきました。

生徒に実施したアンケートの結果によると，「２人の先生で授

業を行うので，分からないところを聞きやすい。」という質問に 《生徒の感想より》

対して，「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答し 南部中学校では，学園祭で学年ごとに演劇をしています。今年，

た生徒を合わせると８３.０％にのぼりました。さらに，「高校の 私たち２年生は，「さつき姫」という南部町に伝わる話を演じま

先生がアシストに来ることで，数学の授業が以前より楽しくなっ した。台本は本来はなく，小学校で使ったものを借りて，私たち

た。」では７１.８ 用にアレンジしました。練習が始まりましたが，間の取り方や話

％，「数学の授業 し方，動き方など，とても難しく苦労しました。そんな時に，身

に向かう姿勢が 延高校演劇部顧問の鈴木先生に演劇指導をしていただきました。

前 向 き に な っ わかりやすく，丁寧に演劇指導してくださり，とても勉強になり

た。」には８４.７ ました。指導してもらえる時間があまりとれませんでしたが，前

％の生徒が「当 よりも演劇が良くなったと思います。学園祭当日は，教えていた

てはまる」「どち だいたことを生かしながら演技をして，成功させることができま

らかと言えば当てはまる」と回答しています。この「中学校への授 した。これからも，このような機会があれば指導していただきたいと思います。今回のように高校と関わる取り組みで

業アシスト」は，４月から１１月までは中学３年生を対象に実施し， は，たくさんのことが学べます。この取り組みで学んだ事を生かして学校生活を送っていきたいです。（南部中学校

１２月から３月は中学２年生を対象に実施することになっています。 小池 花奈さん）

南部中はすでに２年生で実施していますが，身延中では他の教科と 身延中学校では，

の関係もあり，１月から２年生を対象に実施する予定です。 今年，１・２年生は

演劇とテーマに，中

学校生活最後の学園

祭となる私たち３年

生は演劇とテーマと

パフォーマンスのそ

れぞれの部門に分か

この事業は「防災リーダー」の育成を目的に行っているのはもちろんですが，今年度は特にキャリア教育の視点 れて活動をしました。

から，コミュニケーション能力を高めることを意識して取り組みました。タウンウォッチングやハザードマップの 私たち３年生の演劇

作成時には高校生が主体となって作業を進める中でそれぞれが役割を分担するなど，積極的にコミュニケーション は「やっぱりパパイ

をとる姿が見られました。 ヤ」という，反抗期の娘とその父の葛藤を描いた作品です。私は父親役

に挑戦しました。この役は，娘との会話の場面が多い役です。そのため，

《生徒の感想より》 セリフのキャッチボール，挙動，発声など，練習するうちに様々な課題

私は先生に勧められ，中高連携防災サマーキャンプに参加させて が出てきました。これらは，決して私だけでなく，全員に共通した課題

いただきました。ＡＥＤを使った救急救命法を体験したり，段ボー でもありました。その課題の克服に，身延高校演劇部顧問の鈴木先生は

ルで簡易トイレを作ったり，避難所に関することを学びました。ま 大きな影響を与えてくれました。ミニゲームを行いながら，楽しい中で

た，身延高校付近をグループで散策し，危険箇所を見つけ，ハザー 基礎を強化し，実際に演技を行い，私たちでは気づかない細かな点まで

ドマップを作成しました。この貴重な活動を通して，私はどんな事でも『知る』という大切さを学びました。私は自 アドバイスをしていただきました。そのおかげで，本番では自信を持っ

分の住んでいる南部町の危険箇所，ホース格納箱がどこにあるのか，はっきりとわかりません。しかし，緊急時に町 て，しかも楽しく演技をすることができました。ご指導してくださった

の力になれるのは私たち中学生なので，積極的に地域活動やボランティアに参加し，少しでも町の事を知り，町の力 鈴木先生にはとても感謝しています。私は来年度高校生になります。そ

になれたらよいと思っています。今回参加した中で，南部中の女子は私だけで不安もありましたが，身延高校の先輩 のときは，身延高校の演劇部で，もっと大きな舞台に立ってみたいと思

方が優しく接してくれたため，気後れせずに活動でき，また，地域に住む先輩方と一緒に学べたことはとても意義あ っています。（身延中学校 深沢 凜玖さん）

ることだと思いました。（南部中学校 木内 天音さん）

身延中学校 南部中学校 身延高等学校

「学習意欲の向上」と 「基礎学力の定着」のために高校の先生が中

学校の授業にアシストに来てくれます。本年度は数学にしぼり ，身

延中には望月先生、南部中には齊藤先生が中学生の数学の授業を

各クラス週２時間アシストしています。

地域への理解を深め，地域社会の形成に主体的に係わる力を育てるために，各校の希望生徒が参

加して，常葉大学社会環境学部准教授 小村隆史先生，常葉大学教務部 湯山和行先生にお越し

いただき， 「東海地震」に関する基礎学習とフィールドワークを中心にした防災マップ作りと防災に強

い町づくりの提案を行いました。

豊かな心を育み，社会性を身につけ，コミュニケーション能力を伸ば

すために，中学校の学園祭で実施される演劇について，身延高校演

劇部の顧問 鈴木先生に指導助言をいただき，より質の高い文化活

動を目指しました。


